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ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
新
川
広
域
農

道
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
役
割
を
果
た
し
、

地
域
の
活
性
化
に
役
立
つ
た
め
、
重
ね
ま
し

て
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

【
農
村
整
備
課

農
地
整
備
第
二
班
】

れ
る
た
め
、
ケ
ー
ブ
ル
や
鎖
に
よ
る
連
結
工

法
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
造
ら
れ
た
桁
で
は
、
か
か
り
幅
を
増
大

す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
対
応
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
中
ま
で
に
14
橋
の
対
策
が
実
施
済

み
で
あ
り
、
今
年
度
施
工
予
定
の
２
橋
の
対

策
を
終
え
れ
ば
、
新
川
広
域
農
道
の
落
橋
防

止
対
策
は
一
応
の
完
了
と
な
り
ま
す
。
落
橋

防
止
構
造
は
、
橋
の
下
に
あ
り
、
な
か
な
か

日
の
目
を
見
る
こ
と
は
無
い
施
設
で
す
が
、

大
型
地
震
発
生
時
に
は
、
橋
け
た
を
支
え
る

非
常
に
重
要
な
構
造
物
で
す
。

ま
た
、
工
事
中
は
、
近
隣
住
民
や
農
道
通

行
者
の
皆
さ
ま
に
通
行
制
限
な
ど
に
ご
協
力

を
頂
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
平
成
24
年
度
の

事
業
完
了
を
目
指
し
、
残
る
消
雪
設
備
の
設

置
や
、
路
面(

舗
装)

の
補
修
を
進
め
ま
す

が
、
こ
れ
ら
の
工
事
に
お
い
て
も
通
行
規
制

を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。
今
後
も
何
か
と
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農
道
に
お
け
る
耐
震
化
工
事
の
取
り
組
み

～
落
橋
防
止
対
策
工
事
に
つ
い
て
～

農
道
保
全
対
策
事
業

新
川
第
２
地
区

施
す
る
こ
と
と
し
、
平
成
20
年
度
か
ら
順
次

対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
落
橋
防
止
対
策

中
で
も
、
落
橋
防
止
対
策
は
、
近
年
各
地

で
発
生
し
た
大
型
地
震
の
被
害
状
況
を
教
訓

と
し
た
も
の
で
あ
り
、
大
型
地
震
の
揺
れ
に

よ
っ
て
は
、
橋
の
桁(

上
部
工)

が
耐
え
き
れ

ず
に
落
下
し
た
た
め
、
下
に
あ
る
河
川
・
道

路
な
ど
の
施
設
機
能
が
損
な
わ
れ
多
く
の
人

命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
橋
自
体
の
復

旧
に
期
間
を
要
し
た
こ
と
に
よ
り
、
物
流
が

停
滞
し
、
被
災
地
の
復
旧
に
も
大
き
な
影
響

を
与
え
ま
し
た
。
こ
れ
ら
被
害
を
調
査
検
討

し
た
結
果
、
橋
梁
施
設
の
重
要
性
が
改
め
て

確
認
さ
れ
、
橋
梁
の
落
橋
防
止
基
準
の
改
定

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
基
準
改
定
を
受
け
、
全
国
の
重
要
路

線
で
、
新
基
準
に
基
づ
く
橋
梁
の
落
橋
防
止

対
策
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
前
述
の
通
り

新
川
管
内
の
重
要
路
線
で
あ
る
新
川
広
域
農

道
に
お
い
て
も
、
橋
長
15
ｍ
以
上
の
16
橋
へ

の
落
橋
防
止
構
造
の
設
置
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

■
落
橋
防
止
工
事

工
事
の
具
体
的
な
内
容
で
は
、
橋
け
た(

上

部
工)

と
橋
台
・
橋
脚(

下
部
工)

、
も
し
く

は
、
隣
り
合
う
橋
け
た
同
士
を
、
Ｐ
Ｃ
ケ
ー

ブ
ル
や
大
型
の
鎖
で
連
結
さ
せ
る
工
法
、
か

か
り
幅(

橋
け
た
が
橋
台
等
に
乗
っ
て
い
る
部

分
の
幅)

を
増
大
さ
せ
る
工
法
、
橋
台
橋
脚
に

垂
直
方
向
の
突
起(

出
っ
張
り)

を
設
け
、
橋

の
揺
れ
幅
を
制
限
す
る
工
法
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
橋
け
た
が
鋼
材(

金
属)

で
造
ら
れ
て
い

る
場
合
は
、
橋
け
た
に
容
易
に
穴
が
開
け
ら

田
ん
ぼ
の
生
き
物
調
べ
in
小
山
合
川
の
開
催

■
新
川
広
域
農
道

新
川
広
域
農
道
は
、
近
代
化
農
業
の
実
現

や
農
産
物
流
通
の
効
率
化
に
よ
る
農
村
地
域

の
活
性
化
を
目
的
に
昭
和
46
年
か
ら
平
成
７

年
に
か
け
て
、
滑
川
市
栗
山
地
内
か
ら
朝
日

町
道
下
地
内
の
間
の
穀
倉
地
帯
を
横
断
的
に

繋
ぐ
幹
線
農
道
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
で
は
農
産
物
に
限
ら
ず
、
他
産
業
の
物

資
輸
送
や
、
農
村
地
域
の
生
活
道
路
と
し
て

活
用
さ
れ
る
こ
と
で
、
地
域
の
過
疎
化
抑
制

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
供
用
開
始
か
ら
30
年
以

上
経
過
す
る
区
間
も
多
く
、
道
路
機
能
の
維

持
向
上
が
以
前
か
ら
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
平
成
19
年
度
に
農
道
を
維
持

管
理
す
る
市
町
と
協
力
し
、
農
道
保
全
対
策

事
業
新
川
第
２
地
区
の
事
業
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。
事
業
で
は
、
①
橋
梁
の
落
橋
防
止

対
策
、
②
急
勾
配
区
間
な
ど
へ
の
消
雪
設
備

設
置
、
③
破
損
の
著
し
い
路
面
の
改
良
を
実

み ど り

農業農村整備広報・広聴連絡会

平
成
23
年
７
月
30
日
（
土
）
に
朝
日
町
殿

町
地
内
の
小
山
合
川
で
富
山
県
農
村
環
境
創

造
基
金
事
業
に
よ
る
「
田
ん
ぼ
の
生
き
物
調

べ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

用
排
水
路
で
あ
り
、
石
積
で
緩
く
蛇
行
し
て

い
る
区
間
に
お
い
て
活
動
を
実
施
し
ま
し

た
。参

加
者
は
、
朝
日
町
の
あ
さ
ひ
野
、
五
箇

庄
、
さ
み
さ
と
小
学
校
か
ら
希
望
し
た
低
学

年
の
親
子
17
人
が
、
夏
休
み
の
ひ
と
と
き
を

通
じ
て
、
タ
モ
網
と
バ
ケ
ツ
を
持
っ
て
、
古

里
の
自
然
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
元
気
よ
く
田

ん
ぼ
周
辺
の
生
き
物
を
採
捕
し
ま
し
た
。

採
捕
し
た
生
き
物
は
、
魚
類
が
ヤ
マ
メ
な

ど
６
種
類
、
水
生
昆
虫
が
オ
ニ
ヤ
ン
マ
ヤ
ゴ

な
ど
４
種
類
、
両
生
・
爬
虫
類
が
ト
ノ
サ
マ

ガ
エ
ル
な
ど
５
種
類
、
貝
類
が
タ
ニ
シ
、
甲

殻
類
が
サ
ワ
ガ
ニ
な
ど
で
、
魚
津
水
族
館
の

学
芸
員
が
特
徴
や
習
性
に
つ
い
て
詳
し
く
解

説
し
て
観
察
し
た
後
、
元
の
場
所
に
放
流
し

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
生
き
物
が
棲
む

小
山
合
川
の
水
質
を
知
る
た
め
に
水
温
、
Ｐ

Ｈ
（
水
素
イ
オ
ン
指
数
）
、
Ｃ
Ｏ
Ｄ
（
化
学

的
酸
素
要
求
量
）
を
測
定
し
ま
し
た
。

活
動
の
模
様
は
、
新
聞
報
道
の
ほ
か
、
テ

レ
ビ
番
組
に
お
い
て
、
子
ど
も
た
ち
の
夏
休

み
中
の
活
動
と
し
て
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
紹
介
し
た
「
田
ん
ぼ
の
生
き
物
調

べ
」
は
、
身
近
な
田
ん
ぼ
の
自
然
環
境
や
土

地
改
良
施
設
で
の
体
験
学
習
を
通
し
て
“
子

ど
も
た
ち
の
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
”
を
育

み
、
農
業
や
農
村
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら

え
る
よ
う
に
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、

参
加
者
か
ら
は
、
「
親
子
で
自
然
や
農
業
用

用
排
水
路
に
親
し
む
よ
い
体
験
が
で
き
た
」

な
ど
の
感
想
を
数
多
く
寄
せ
ら
れ
、
人
気
の

あ
る
活
動
と
な
っ
て
い
ま
す
。

開
催
に
適
し
た
場
所
が
あ
れ
ば
、
指
導
課

指
導
班
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

連
絡
先

℡0
7
6
5
-
2
2
-
9
1
3
8

【
指
導
課

指
導
班
】

たも網などで採取する参加者

大
型
の
鎖
で
連
結
し
た
落
橋
防
止
対
策
工
法

（黒
部
市

布
施
川
橋
）
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～
夏
休
み
に
親
子
で
古
里
の
自
然
に
ふ
れ
あ
う
!!
～

小
山
合
川
は
、
小
川

頭
首
工
か
ら
流
れ
る
幅

が
１
ｍ
程
度
の
農
業
用

消
雪
設
備
の
設
置

（黒
部
市

阿
古
屋
野
ト
ン
ネ
ル
付
近
）

学
芸
員
の
説
明
を
熱
心
に
聞
く
児
童
た
ち
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今
年
度
は
測
量
設
計
を
行
い
来
年
度
以
降

順
次
着
工
し
て
い
く
予
定
で
す
。

今
年
度
か
ら
平
成
28
年
度
ま
で
の
６
年
間

で
用
水
路
の
改
修
と
農
道
の
拡
幅
を
行
い
農

業
経
営
の
安
定
化
と
農
業
用
水
の
安
定
供
給

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
経
営
体
育
成
基

盤
整
備
事
業
滑
川
東
部
２
期
地
区
が
着
手
と

な
り
ま
し
た
。

当
地
区
は
滑
川
市
の
南
東
部
に
位
置
し
、

早
月
川
左
岸
側
に
開
け
た
標
高
が
１
０
１
～

２
４
２
ｍ
の
急
峻
な
台
地
を
中
心
と
し
て
い

ま
す
。

地
域
内
の
用
水
路
は
主
に
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

で
昭
和
48
年
か
ら
昭
和
51
年
の
ほ
場
整
備
事

業
に
伴
い
施
工
さ
れ
た
も
の
で
、
築
造
後
約

30
年
以
上
が
経
過
し
、
用
水
管
の
摩
耗
・
破

損
や
継
手
部
・
制
水
弁
な
ど
の
ほ
か
各
田
へ

の
給
水
栓
に
も
老
朽
化
に
よ
る
漏
水
が
み
ら

れ
、
水
管
理
に
支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。

新
規
地
区
紹
介

経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業

滑
川
東
部
２
期
地
区

農
業
農
村
整
備
に
関
す
る
広

報
、
広
聴
活
動
の
一
環
と
し
て
始

ま
っ
た
本
紙
も
２
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。

引
き
続
き
、
皆
さ
ま
へ
の
情
報

発
信
や
話
題
を
共
有
す
る
ツ
ー
ル
と
し

て
、
よ
り
良
い
紙
面
の
作
成
に
努
め
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
七
澤
】

四
千
石
用
水
の
源
は
、
壮
大
な
黒
部
峡
谷

か
ら
の
豊
富
な
清
流
で
、
愛
本
地
先
の
黒
部

川
か
ら
取
水
し
、
黒
東
合
口
用
水
を
経
て
四

千
石
用
水
路
に
至
っ
て
い
ま
す
。

当
土
地
改
良
区
の
受
益
は
、
入
善
町
、
朝

日
町
の
二
町
に
跨
り
、
舟
見
野
台
地
の
下
流

部
と
小
川
右
岸
の
一
部
を
併
せ
て
４
９
４
ha

で
あ
り
、
組
合
員
は
現
在
６
５
７
名
と
な
っ

て
い
ま
す
。

今
か
ら
お
よ
そ
２
６
０
年
前
（
寛
延
元
年

の
頃
）
、
今
の
野
中
地
区
一
帯
を
善
万
野
と

ぜ
ん
ま
ん

の

称
し
、
広
漠
な
荒
野
で
灌
漑
用
水
が
な
か
っ

か
ん
が
い

た
の
で
、
加
賀
藩
に
黒
部
川
か
ら
水
を
引
く

案
を
立
て
、
２
月
26
日
か
ら
用
水
開
削
工
事

に
着
手
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
翌
年
に
な

っ
て
も
水
が
上
が
ら
ず
、
農
民
が
諦
め
か
け

た
時
、
西
中
の
持
福
院
と
い
う
お
寺
の
院
主

の
枕
元
に
二
晩
続
け
て
神
様
が
現
わ
れ
、

「
私
は
、
中
の
口
（
現
在
の
墓
の
木
）
の
松

の
下
に
埋
ま
っ
て
い
る
水
神
で
あ
る
。
私
を

掘
り
上
げ
れ
ば
水
が
流
れ
る
だ
ろ
う
。
」
と

お
告
げ
が
あ
り
、
院
主
が
そ
の
場
所
を
掘
っ

◎
「
第
23
回

富
山
県
農
村
振
興

技
術
連
盟
写
真
展
」

テ
ー
マ
『
伝
え
ま
す
。
と
や
ま
の

水
土
里
』

■
募
集
期
間

・
12
月
２
日
（
金
）
ま
で

■
応
募
・
問
合
せ
先

・
新
川
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

農
村
整
備
課

池
田

℡0
7
6
5
-
2
2
-
9
1
4
1

◎
「
第
７
回

と
や
ま
の
棚
田
写

真
展
」

■
入
賞
作
品
の
巡
回
展
示

・
魚
津
市
役
所
１
Ｆ
ロ
ビ
ー

10
月
４
日
～
18
日

・
黒
部
市
国
際
文
化
セ
ン
タ
ー
コ
ラ
ー
レ

10
月
18
日
～
11
月
1
日

・
滑
川
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

11
月
１
日
～
17
日

・
朝
日
町
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ア
ス
カ

11
月
17
日
～
29
日

・
入
善
ま
ち
な
か
交
流
施
設
う
る
お
い
館

11
月
29
日
～
12
月
13
日

イ
ベ
ン
ト
情
報

た
と
こ
ろ
、
寛
延
２
年
６

月
21
日
に
初
め
て
通
水
し

た
そ
う
で
す
。
こ
れ
が
今

日
の
四
千
石
用
水
の
前
身

で
、
こ
の
水
神
は
西
中
神

明
社
の
神
様
と
合
わ
せ
て

合
祀
さ
れ
て
い
ま
す
。
以

来
、
こ
の
通
水
式
の
日

（
６
月
21
日
）
と
着
工
の

日
（
２
月
26
日
）
を
四
千
石
用
水
の
祭
日
と

定
め
、
近
年
で
は
、
６
月
21
日
を
７
月
21
日

と
改
め
、
西
中
神
明
社
に
お
い
て
年
二
回
の

祈
念
祭
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
毎
年
発
行
し
て
い
る
『
土
地
改

良
区
だ
よ
り
』
を
通
し
て
農
業
用
水
が
持
つ

土
地
改
良
区
紹
介

四
千
石
用
水
土
地
改
良
区

作

品

募

集

投
稿
記
事

自
然
災
害
と
自
然
現
象

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の

復
興
支
援
と
し
て
、
当
セ
ン
タ
ー
の
御
前
主

任
を
含
む
農
業
土
木
技
術
者
３
名
が
８
月
１

日
か
ら
２
週
間
岩
手
県
に
派
遣
さ
れ
、
災
害

復
旧
に
向
け
た
取
り
組
み
に
尽
力
さ
れ
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
９
月
か
ら
は
宮
城

県
に
も
農
業
土
木
技
術
者
が
派
遣
さ
れ
て
い

ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
翌
日
に
長
野
県
北
部
で

大
き
な
地
震
が
あ
っ
た
ほ
か
、
平
成
19
年
に

は
能
登
半
島
地
震
、
新
潟
県
中
越
沖
地
震
が

起
き
、
隣
県
で
は
激
甚
災
害
の
指
定
を
受
け

る
ほ
ど
の
大
き
な
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す

が
、
幸
い
富
山
県
で
は
地
震
に
よ
る
大
き
な

災
害
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

一
方
、
近
年
で
は
異
常
気
象
に
よ
る
豪
雨

災
害
が
全
国
各
地
で
頻
繁
に
発
生
し
て
い
ま

す
。
富
山
県
も
例
外
で
は
な
く
３
年
前
に
は

南
砺
市
で
豪
雨
災
害
が
発
生
し
、
甚
大
な
被

害
を
受
け
て
い
ま
す
。

地
震
、
豪
雨
等
に
よ
る
自
然
災
害
の
多
く

は
、
被
害
の
直
接
的
な
原
因
が
自
然
現
象
で

あ
っ
て
も
、
人
為
的
な
要
因
に
よ
っ
て
被
害

が
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。
防
災
計
画
を
立

て
、
適
切
な
危
機
管
理
が
な
さ
れ
て
い
れ
ば

被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

７
月
１
日
の
国
民
安
全
の
日
に
関
係
機
関

の
方
々
と
と
も
に
管
内
の
基
幹
的
な
老
朽
た

め
池
や
県
が
管
理
す
る
地
す
べ
り
防
止
施
設

の
一
斉
点
検
を
行
い
ま
し
た
が
、
災
害
の
発

生
の
防
止
を
図
る
た
め
、
日
頃
よ
り
施
設
の

点
検
等
を
行
う
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
ま
す
。

地
震
、
豪
雨
等
に
よ
る
災
害
が
な
け
れ

ば
、
そ
れ
は
た
だ
の
自
然
現
象
で
あ
り
ま

す
。

土
地
改
良
施
設
を
管
理
さ
れ
て
お
り
ま
す

関
係
者
の
皆
様
方
に
は
、
災
害
が
起
き
な
い

よ
う
、
ま
た
、
被
害
を
最
小
限
に
止
め
ま
す

よ
う
、
よ
り
一
層
の
施
設
の
良
好
な
管
理
に

努
め
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

【
技
術
次
長

新
谷

隆
】

去
る
８
月
１
日
か
ら
12
日
ま
で
、
被
災
地

の
復
旧
、
復
興
に
少
し
で
も
お
役
に
立
ち
た

い
と
い
う
思
い
で
、
岩
手
県
大
船
渡
農
林
振

興
セ
ン
タ
ー
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
応
援
業

務
は
、
地
震
、
津
波
に
よ
り
被
害
を
受
け
た

田
畑
、
用
排
水
路
、
農
道
の
災
害
復
旧
事
業

の
査
定
設
計
書
の
作
成
を
行
う
も
の
で
し

た
。
幸
い
に
も
、
気
候
も
そ
ん
な
に
暑
く
な

く
、
快
適
な
環
境
の
中
で
作
業
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
（
余
震
は
毎
日
あ
り
ま
し
た

が
）
。
震
災
か
ら
５
カ
月
近
く
が
経
っ
た
後

で
も
、
ガ
レ
キ
の
処
理
が
進
ま
ず
、
３
階
建

の
ア
パ
ー
ト
の
高
さ
ぐ
ら
い
ま
で
、
ガ
レ
キ

が
う
ず
た
か
く
積
ま
れ
た
状
態
で
し
た
。

被
災
地
の
復
旧
、
復
興
に
は
ま
だ
ま
だ
時

間
が
か
か
る
と
思
わ
れ
、
こ
れ
か
ら
も
息
の

長
い
支
援
が
必
要
と
感
じ
ま
し
た
。

【
農
村
整
備
課

御
前

武
志
】

災
害
復
旧
派
遣

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
地

（
岩
手
県
大
船
渡
市
）ガレキの処理が進まない状況

多
面
的
機
能
の
啓
発
普
及
を
図
り
、
土
地
改

良
施
設
や
土
地
改
良
区
の
役
割
に
関
す
る
Ｐ

Ｒ
等
に
つ
と
め
、
地
域
住
民
が
安
全
に
暮
ら

せ
る
よ
う
施
設
の
維
持
管
理
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
会
計
主
任

金
森
富
士
子
】

四
千
石
用
水
路
の
流
下
状
況

滑
川
東
部
２
期
地
区
の
眺
望

展

示

案

内


